1937年7月16日　―主張―　李上等兵の戰死

　第 (だい)一期 (き)特 (とく)別 (べつ)志 (し)願 (がん)兵 (へい)上 (じやう)等 (とう)兵 (へい)李 (り)仁 (じん)錫 (しやく)氏 (し)は、北支 (ほくし)の○○戰 (せん)線 (せん)で華 (はな)々しく戰 (せん)死 (し)した。この報 (ほう)は半島 (はんとう)二千萬民衆 (みんしう)の腦 (のう)に名状 (めいぜう)すべからざる感 (かん)激 (げき)を湧 (わ)き上 (あが)らせた。李 (り)上等兵 (じやうとうへい)の戰 (せん)死 (し)が報 (ほう)ぜられて已 (すで)に數 (すう)日 (にち)を經 (けい)過 (くわ)せるも未 ([い]ま)だに吾 (われ)々は何 (なん)と申 (まを)して好 (い)いか適切 (てきせつ)な言葉 (ことば)が見當 (みあた)らない。それは最初 (さいしよ)の經驗 (けいけん)であるためでもあらう。又 (また)は永 (なが)い時 (じ)代 (だい)の間 (あいだ)惰 (だ)眠 (みん)に陷 (おちい)つて居 (を)つた吾 (われ)々の魂 (たましい)に取 (と)つては、餘 (あま)りに大 (おほ)きい衝 (せう)撃 (げき)であり感激 (かんげき)であつたせゐかも知 (し)らぬ、唯 (ただ)一 (ひと)言 (こと)『李 (り)君 (くん)ありがたう、李 (り)君 (くん)ありがたう』を繰 (く)り返 (か)へすより外 (ほか)に言葉 (ことば)がないのだ。
　李 (り)上等兵 (じやうとうへい)以前 (いぜん)にも半島 (はんとう)出身 (しゅつしん)で陸軍將 (りくぐんしやう)校 (こう)の出征者 (しゅつせいしや)もあり、數名 (すうめい)の戰 (せん)死者 (ししや)もあつて靖 (やす)國 (くに)神 (じん)社 (じや)に祀 (まつ)られて居 (を)るのであるが、陛下 (へいか)の軍人 (ぐんじん)としての戰死 (せんし)は李 (り)氏 (し)をもつて嚆矢 (かうし)とする。同 (おな)じく帝 (てい)國 (こく)の臣民 (しんみん)でありながら、數 (すう)に於 (お)いて全國 (ぜんこく)民 (みん)の四分 (ぶん)の一強 (けう)を占 (し)めながら、今 (こん)次 (じ)の如 (ごと)き大 (だい)事 (じ)變 (へん)に當 (あた)つても血 (ち)の奉仕 (ほうし)の出來 (でき)なかつた吾 (われ)々半島人 (はんとうじん)の澄 (す)まなさが李 (り)氏 (し)の勇敢 (ゆうかん)なる戰死 (せんし)によつて、幾 (いく)分 (ぶん)か軽 (けい)減 (げん)されたような氣 (き)がする。國家 (こくか)より李 (り)上等兵 (じやうとうへい)に賜 (たま)はる榮譽 (えいよ)は吾 (われ)々全體 (ぜんたい)のものなのだ。李 (り)上等兵 (じやうとうへい)はその死 (し)によつて全日本 (ぜんにっぽん)の家庭 (かてい)のいとほしき子 (こ)となつたのであるが、殊 (こと)に全 (ぜん)朝 (てう)鮮 (せん)六百萬の家庭 (かてい)のいとほしき子 (こ)となつたのだ。
　吾 (われ)々は此 (こ)の場合 (ばあひ)二つの誓 (ちかひ)を立 (た)てなければならぬ。一つはわが子 (こ)達 (たち)を強 (つよ)く育 (そだ)てて、陛下 (へいか)の軍人 (ぐんじん)として捧 (ささ)げまつる事 (こと)で、他 (た)の一つは李 (り)上等兵 (じやうとうへい)の遺族 (いぞく)のために誠心 (せいしん)誠意 (せいい)後援 (こうえん)することである。この二つの誓 (ちかひ)を果 (は)たすことにより、吾 (われ)々は眞 (しん)に國 (こく)民 (みん)たる[に]恥 (は)ぢない國 (こく)民 (みん)になるであらう。
　李 (り)仁 (じん)錫 (しゃく)上等兵 (じやうとうへい)が學 (がく)生 (せい)時代 (じだい)にも訓練生 (くんれんせい)時代 (じだい)にも模範 (もはん)青年 (せいねん)であつたことを聴 (き)かされて、一層 (そう)親 (した)しさと尊 (たつと)さとを感 (かん)ずる、ふだん義務 (ぎむ)の念 (ねん)篤 (あつ)く頼 (たの)もしい人格者 (じんかくしゃ)であつた彼 (かれ)なればこそ勇 (いさ)ましく『敵 (てき)陣中 (ぢんちう)に突入 (とつにふ)して』華 (はな)々しく戰 (たたか)ふことが出來 (でき)たのだと吾 (われ)々は教 (おし)へられるのである。
　『李 (り)仁 (じん)錫 (しゃく)君 (くん)、ありがたう！』と讀者 (どくしや)よ聲 (こゑ)を揃 (そろ)へて感謝 (かんしや)しようではないか。
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